
(57)【要約】

【課題】 梱包費の増加および梱包の手間の増大を抑制

し、軒樋に損傷を与えることなく

運搬し得る軒樋用梱包材を提供する。

【解決手段】　軒樋１７を収容する長尺状の箱体（１０

）を形成するための梱包材１０。

梱包材１０は、両端開放の筒体を構成する本体１１およ

び該本体の両側に形成され、両端

を閉鎖するための端壁を構成する一対のサイドフラップ

１２を備える。サイドフラップ１

２の少なくとも一方は、筒体から該筒体の長手方向と直

角に外方へ突出可能な張出部１５

を有する。張出部１５は、衝撃を受けたとき、その変形

によって衝撃を緩和することによ

り、箱体（１０）の内部の軒樋１７を衝撃から保護する

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軒 樋 を 収 容 す る 長 尺 状 の 箱 体 を 形 成 す る た め の 軒 樋 用 梱 包 材 で あ っ て 、 両 端 開 放 の 筒 体
を 構 成 す べ く 両 側 が 相 互 に 繋 ぎ 合 わ さ れ る 本 体 と 、 該 本 体 に 連 続 し て 該 本 体 の 両 端 縁 に 形
成 さ れ 前 記 筒 体 の 端 壁 を 構 成 す る 一 対 の サ イ ド フ ラ ッ プ と を 備 え 、 該 サ イ ド フ ラ ッ プ の 少
な く と も 一 方 は 前 記 筒 体 か ら 該 筒 体 の 長 手 方 向 と 直 角 に 外 方 へ 突 出 可 能 な 張 出 部 を 有 す る
軒 樋 用 梱 包 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 軒 樋 を 保 管 、 運 搬 す る の に 適 し た 箱 体 を 形 成 す る た め の 軒 樋 用 梱 包 材
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 軒 樋 の 運 搬 あ る い は そ の 保 管 に は 、 一 般 的 に 、 例 え ば 段 ボ ー ル 紙 の よ う な シ ー ト 状 材 料
か ら な る 梱 包 材 を 組 み 立 て て 形 成 さ れ た 長 尺 状 の 箱 体 が 用 い ら れ て お り 、 こ の 箱 体 内 に 複
数 の 軒 樋 が 相 互 に 嵌 合 さ れ た 積 層 状 態 で 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 運 搬 中 の 箱 体 内 で の 軒 樋 の 遊 び に よ る 踊 り を 防 止 す る た め に 、 ス ペ ー サ を 配 置 す る こ と
が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ス ペ ー サ に よ っ て 、 運 搬 中 に 箱 体 内 で 軒 樋 が 踊 り を 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で
き 、 こ の 踊 り に よ っ て 生 じ る 軒 樋 の 変 形 や 軒 樋 同 士 の 当 接 に よ る 損 傷 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 運 搬 中 に 、 例 え ば 箱 体 を そ の 端 部 か ら 地 面 に 落 下 さ せ る よ う な 事 故 が 生
じ 、 そ の た め 、 箱 体 内 の 軒 樋 の 重 量 が 地 面 に 当 接 す る 箱 体 の 端 部 の 角 に 作 用 す る と 、 箱 の
角 が 大 き く 変 形 し 、 内 部 に 収 容 さ れ た 軒 樋 の 端 部 に ひ び や 割 れ を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 事 故 か ら 箱 体 内 の 軒 樋 を 保 護 す る た め に 、 箱 体 の 両 端 に 補 強 の た め の 保 護 部
材 を 装 着 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 保 護 部 材 の 装 着 に よ っ て 、 箱 体 の 端 部 が 補 強 さ れ る こ と か ら 、 箱 体 の 角 の 潰 れ が 防
止 さ れ 、 こ れ に よ り 、 箱 体 の 角 の 潰 れ に よ る 軒 樋 の 損 傷 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ８ ５ ５ ８ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ６ － ３ ５ １ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － １ １ ３ ２ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 箱 体 の 端 部 に 装 着 さ れ る 保 護 部 材 は 、 箱 体 を 構 成 す る 梱 包 材 と は 別 体 の
材 料 で 予 め 形 成 し て お く 必 要 が あ り 、 ま た 梱 包 材 の 組 み 立 て 工 程 と は 別 に 、 保 護 部 材 を 組
み 立 て る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 軒 樋 の 梱 包 の た め の 材 料 費 の 増 加 お よ び 梱 包 の 手 間 が 増
大 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 梱 包 費 の 増 加 お よ び 梱 包 の 手 間 の 増 大 を 抑 制 し 、 軒 樋 を こ れ
に 損 傷 を 与 え る こ と な く 運 搬 し 得 る 軒 樋 用 梱 包 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 軒 樋 を 収 容 す る 長 尺 状 の 箱 体 を 形 成 す る た め の 軒 樋 用 梱 包 材 で あ っ て 両 端 開
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放 の 筒 体 を 構 成 す べ く 両 側 が 相 互 に 繋 ぎ 合 わ さ れ る 本 体 と 、 該 本 体 に 連 続 し て 該 本 体 の 両
端 縁 に 形 成 さ れ 前 記 筒 体 の 端 壁 を 構 成 す る 一 対 の サ イ ド フ ラ ッ プ と を 備 え 、 該 サ イ ド フ ラ
ッ プ の 少 な く と も 一 方 は 前 記 筒 体 か ら 該 筒 体 の 長 手 方 向 と 直 角 に 外 方 へ 突 出 可 能 な 張 出 部
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 前 記 梱 包 材 と し て 、 例 え ば 、 段 ボ ー ル 紙 あ る い は そ の 他 の 折 り 曲 げ 可 能 の
シ ー ト 状 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。 前 記 筒 体 の 端 壁 を 構 成 す る 前 記 サ イ ド フ ラ ッ プ に 形
成 さ れ 前 記 筒 体 か ら そ の 外 方 へ 突 出 す る 前 記 張 出 部 は 、 衝 撃 を 受 け る と 、 そ の 変 形 に よ っ
て 衝 撃 を 緩 和 す る 作 用 を な す 。 従 っ て 、 前 記 箱 体 の 内 部 に 収 容 さ れ た 軒 樋 が 衝 撃 か ら 保 護
さ れ る こ と か ら 、 内 部 に 収 容 さ れ た 軒 樋 に 衝 撃 で ひ び や 損 傷 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 筒 体 の 外 方 に 突 出 す る 前 記 張 出 部 は 、 前 記 箱 体 の 端 部 を 補 強 す べ く 前 記 筒 体 に 沿 っ
て 折 り 返 す こ と が で き る 。 こ の 張 出 部 の 折 り 返 し に よ り 、 従 来 の よ う な 別 体 の 保 護 部 材 を
用 い る こ と な く 、 箱 体 の 端 部 の 角 を よ り 効 果 的 に 補 強 す る こ と が で き 、 箱 体 の 落 下 に よ る
角 の 潰 れ を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 本 体 の 前 記 端 縁 ま た は 該 端 縁 に 連 続 す る 前 記 サ イ ド フ ラ ッ プ の 基 部 に 、 前 記 張 出 部
に 対 応 し て 該 張 出 部 を 受 け 入 れ 可 能 な 形 状 の 凹 所 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 梱 包 材 か ら な る 一 つ の 箱 体 の 前 記 凹 所 と 、 他 の 梱 包 材 か ら な る 他 の 箱 体 の 前 記 サ イ ド フ
ラ ッ プ の 張 出 部 と が 向 き 合 う よ う に 、 複 数 の 箱 体 を 例 え ば 上 下 方 向 へ 整 列 し て 積 み 重 ね る
場 合 、 上 下 方 向 に 相 互 に 対 応 す る 前 記 凹 所 お よ び 前 記 張 出 部 を 相 互 に 嵌 合 さ せ る こ と が で
き る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 、 複 数 の 箱 体 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と 無 く 、 両 箱 体 を 相 互 に 密
着 さ せ て 配 置 さ せ る こ と が で き る 。 し か も 、 前 記 凹 所 お よ び 前 記 張 出 部 は 、 こ れ ら を 相 互
に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 箱 体 間 の 位 置 決 め 作 用 を な す こ と か ら 、 箱 体 間 に ず れ を 生 じ る
こ と な く 、 こ の 箱 体 を 整 列 し て 積 み 重 ね る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 梱 包 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 箱 体 の 端 部 に 該 箱 体 と 別 部 材 の 保 護 部
材 を 装 着 す る こ と な く 、 前 記 箱 体 端 部 に 作 用 す る 衝 撃 を 緩 和 し あ る い は 端 部 を 補 強 す る こ
と が で き る の で 、 梱 包 費 用 あ る い は 組 み 立 て 手 間 の 従 来 の よ う な 増 大 を 招 く こ と な く 確 実
に 軒 樋 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 特 徴 を 図 示 の 実 施 例 に 沿 っ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば ダ ン ボ ー ル 紙 の よ う な 折 り 曲 げ
可 能 な シ ー ト 状 部 材 か ら な る 。 梱 包 材 １ ０ は 、 全 体 に 矩 形 の 本 体 １ １ と 、 該 本 体 に 連 続 し
て 形 成 さ れ た 複 数 の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ （ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ～ １ ２ ｅ ） と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 体 １ １ の 長 手 方 向 に は 、 互 い に 平 行 な 折 り 目 線 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 折 り 目
線 １ ３ に よ っ て 、 本 体 １ １ に は 、 頂 壁 部 １ １ ａ 、 側 壁 部 １ １ ｂ 、 底 壁 部 １ １ ｃ 、 側 壁 部 １
１ ｄ お よ び 重 複 部 １ １ ｅ が 順 次 区 画 さ れ て い る 。 図 示 の 例 で は 、 頂 壁 部 １ １ ａ 、 底 壁 部 １
１ ｃ お よ び 重 複 部 １ １ ｅ は 、 本 体 １ １ の 長 手 方 向 と 直 角 な 横 方 向 へ 寸 法 Ｌ １ が 与 え ら れ 、
側 壁 部 １ １ ｂ お よ び １ １ ｄ は 、 同 様 に 寸 法 Ｌ ２ が 与 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ ら 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ は 、 折 り 目 線 １ ３ に 沿 っ た 山 折 り あ る い は 谷 折 り に よ っ て
、 頂 壁 部 １ １ ａ が 重 複 部 １ １ ｅ よ り も 外 側 に 位 置 す る よ う に 互 い に 重 ね 会 わ せ る こ と が で
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き る 。 こ の 頂 壁 部 １ １ ａ と 重 複 部 １ １ ｅ と の 重 ね 合 わ せ に よ る 本 体 １ １ の 両 側 で の 繋 ぎ 合
わ せ に よ り 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 幅 寸 法 Ｌ １ お よ び 高 さ 寸 法 Ｌ ２ を 有 す る 矩 形
断 面 形 状 を 有 す る 筒 体 が 、 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 再 び 図 １ を 参 照 す る に 、 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ （ １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ ～ １ ２ ｅ ） は 、 本 体 １
１ の 両 端 縁 に 連 続 的 に 形 成 さ れ て い る 。 頂 壁 部 １ １ ａ を 除 く 両 側 壁 部 １ １ ｂ 、 １ １ ｄ 、 底
壁 部 １ １ ｃ お よ び 重 複 部 １ １ ｅ の 各 両 端 縁 に 形 成 さ れ た 各 一 対 の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ ～
１ ２ ｅ は 、 本 体 １ １ の 両 端 縁 に 形 成 さ れ た 折 り 目 線 １ ４ 、 １ ４ に よ り 、 本 体 １ １ か ら 区 画
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 両 側 壁 部 １ １ ｂ 、 １ １ ｄ に 形 成 さ れ た サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ お よ び １ ２ ｄ に は 、 高 さ 寸
法 Ｌ ２ の 方 向 に 沿 っ て こ の 高 さ 寸 法 Ｌ ２ よ り も 小 さ な 寸 法 Ｌ ３ が 与 え ら れ 、 ま た 底 壁 部 １
１ ｃ お よ び 重 複 部 １ １ ｅ に 形 成 さ れ た サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｃ お よ び １ ２ ｅ に は 、 幅 方 向 寸
法 Ｌ １ の 方 向 に 沿 っ て こ の 幅 方 向 寸 法 Ｌ １ よ り も 小 さ な 寸 法 Ｌ ４ が 与 え ら れ て い る 。 ま た
、 こ れ ら サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ ～ １ ２ ｅ に は 、 幅 寸 法 Ｌ １ お よ び 高 さ 寸 法 Ｌ ２ よ り も 小 さ
な 互 い に 等 寸 の 張 出 寸 法 Ｌ ５ が 与 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ で 筒 体 を 構 成 し 、 そ の 後 、 こ れ ら の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２
ｂ ～ １ ２ ｅ を 折 り 目 線 １ ４ で 折 り 曲 げ た と き 、 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ に よ り 構 成 さ れ る 前
記 筒 体 か ら 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ ～ １ ２ ｅ が 外 方 に 張 り 出 す こ と は な く 、 前 記 筒 体 の 横
断 面 形 状 内 で 相 互 に 重 な り 合 う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 他 方 、 頂 壁 部 １ １ ａ の 両 端 縁 に は 、 先 に 折 り 曲 げ ら れ た 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ ～ １ ２
ｅ の 最 も 外 側 に 位 置 す る よ う に 折 り 曲 げ ら れ る 一 対 の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ お よ び １ ２ ａ
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ は 、 頂 壁 部 １ １ ａ の 幅 寸 法 Ｌ １ に ほ ぼ 等 し い 幅 寸 法 を 有 し 、 頂
壁 部 １ １ ａ の 各 端 縁 か ら 遠 ざ か る 方 向 へ 伸 長 す る 。 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 伸 長 端 に は
、 側 壁 部 １ １ ｂ 、 １ １ ｄ の 高 さ 寸 法 Ｌ ２ に 等 し い 長 さ を 越 え て 伸 長 す る 張 出 部 １ ５ が 形 成
さ れ て い る 。 図 示 の 例 で は 、 一 対 の 張 出 部 １ ５ が 、 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 幅 方 向 へ 互 い
に 間 隔 を お い て 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 両 側 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 基 部 に は 、 張 出 部 １ ５ の 形 状 に 対 応 し た 一 対 の 凹 所 １
６ が 形 成 さ れ て い る 。 各 凹 所 １ ６ は 、 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 両 側 に 形 成 さ れ た 各 張 出
部 １ ５ を 受 け 入 れ る に 充 分 な 大 き さ お よ び 形 状 を 有 し 、 図 １ に 示 す 例 で は 、 切 欠 き 部 に よ
り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 し た よ う に 、 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ に よ り 幅 寸 法 Ｌ １ お よ び 高 さ 寸 法 Ｌ ２ を 有 す る
矩 形 断 面 形 状 を 有 す る 筒 体 が 構 成 さ れ た 状 態 で 、 該 筒 体 内 に 図 ３ に 示 す よ う に 例 え ば ３ ．
６ ｍ の 長 さ を 有 す る 複 数 の 軒 樋 １ ７ が 互 い に 嵌 合 さ れ た 状 態 で 収 容 さ れ る 。 収 容 さ れ る 全
軒 樋 １ ７ の 重 量 は 例 え ば ２ ０ Ｋ ｇ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 軒 樋 １ ７ を 収 容 し た 状 態 で 、 前 記 し た よ う に 、 頂 壁 部 １ １ ａ を 除 く 両 側 壁 部 １ １ ｂ 、 １
１ ｄ 、 底 壁 部 １ １ ｃ お よ び 重 複 部 １ １ ｅ の 各 両 端 縁 に 形 成 さ れ た 各 一 対 の サ イ ド フ ラ ッ プ
１ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 、 １ ２ ｄ 、 １ ２ ｅ が 折 り 曲 げ ら れ 、 そ の 後 、 こ れ ら の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２
ｂ ～ １ ２ ｅ を 覆 う よ う に 、 頂 壁 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ た 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ が 折 り 曲 げ
ら れ る 。 こ の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ は 、 例 え ば 接 着 テ ー プ を 用 い て 前 記 筒 体 に 固 着 さ れ 、
こ れ ら の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ ～ １ ２ ｅ の 重 な り に よ り 、 前 記 各 壁 部 １ １ ａ ～ １ １ ｅ で 構
成 さ れ た 筒 体 の 端 壁 が 構 成 さ れ 、 こ れ に よ り 内 部 に 軒 樋 １ ７ を 収 容 し た 箱 体 が 構 成 さ れ る
。 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ は 、 必 要 に 応 じ て 、 そ の 直 下 の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ 、
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１ ２ ｄ ま た は １ ２ ｅ に 適 宜 、 接 着 テ ー プ あ る い は 接 着 剤 を 用 い て 固 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 頂 壁 部 １ １ ａ に 形 成 さ れ た 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ に は 、 側 壁 部 １ １ ｂ 、 １ １ ｄ の 高 さ
寸 法 Ｌ ２ に 等 し い 長 さ を 越 え て 伸 長 す る 張 出 部 １ ５ が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 サ イ ド フ
ラ ッ プ １ ２ ａ を 折 り 曲 げ た 状 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 そ の 張 出 部 １ ５ が 底 壁 部 １ １ ｃ
か ら 下 方 に 向 け て 突 出 す る 。 こ の 突 出 寸 法 ｈ は 、 前 記 し た よ う に 、 梱 包 重 量 が 約 ２ ０ Ｋ ｇ
で あ る と き 、 例 え ば ５ ｍ ｍ 以 上 と な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 １ ０ は 、 軒 樋 １ ７ の 運 搬 に 用 い ら れ る 。 こ の 運 搬 の た め に 、 図 ３ に
示 し た よ う に 、 梱 包 材 １ ０ に よ っ て 構 成 さ れ た 箱 体 の 内 部 に 軒 樋 １ ７ が 収 納 さ れ て 運 搬 さ
れ る が 、 運 搬 途 中 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 箱 体 の 一 端 が 地 面 １ ８ に 落 下 す る 事 故
が 生 じ 、 こ の 落 下 に よ っ て 箱 体 の 底 壁 部 １ １ ｃ か ら 突 出 し て 形 成 さ れ た 張 出 部 １ ５ が 地 面
１ ８ に 強 く 当 た る と 、 こ の 張 出 部 １ ５ が 変 形 し 、 潰 れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 張 出 部 １ ５ は 、 そ の 変 形 に よ っ て 衝 撃 の エ ネ ル ギ ー を 緩 和 す る 。 こ の 張 出 部 １ ５ の 衝 撃
緩 和 作 用 に よ っ て 、 前 記 箱 の 角 の 潰 れ が 防 止 さ れ 、 ま た 、 前 記 箱 体 の 内 部 に 収 容 さ れ た 軒
樋 １ ７ が 衝 撃 か ら 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ の 結 果 、 梱 包 材 １ ０ に よ っ て 構 成 さ れ る 箱 体 に 従 来 の よ う な 端 部 保 護 部 材 を 装 着 す る
こ と な く 、 梱 包 材 １ ０ の 落 下 時 の 衝 撃 か ら 、 こ の 梱 包 材 １ ０ で 構 成 さ れ た 箱 体 内 に 収 容 さ
れ た 軒 樋 １ ７ に ひ び や 損 傷 が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 梱 包 材 １ ０ で 構 成 さ れ た 各 箱 体 （ １ ０ 、 １ ０ ） に 軒 樋 １ ７ を
収 容 し た 状 態 で 、 そ れ ぞ れ を 相 互 に 積 み 重 ね て 保 管 す る こ と が で き る 。 こ の 保 管 で は 、 下
方 の 箱 体 （ １ ０ ） の 凹 所 １ ６ と 、 上 方 の 箱 体 （ １ ０ ） の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 張 出 部 １
５ と が 向 き 合 う よ う に 、 複 数 の 箱 体 （ １ ０ 、 １ ０ ） が 上 下 方 向 へ 整 列 し て 積 み 重 ね ら れ る
。 こ の 積 み 重 ね に よ り 、 上 下 方 向 に 相 互 に 対 応 す る 凹 所 １ ６ お よ び 張 出 部 １ ５ を 相 互 に 嵌
合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 こ の 積 み 重 ね で 、 複 数 の 箱 体 （ １ ０ 、 １ ０ ） 間 に 隙 間 が 生 じ る こ と 無 く 、 上 方
の 箱 体 （ １ ０ ） の 底 部 と 下 方 の 箱 体 （ １ ０ ） の 頂 部 と を 相 互 に 密 着 さ せ て 配 置 さ せ る こ と
が で き る 。 さ ら に 、 凹 所 １ ６ お よ び 張 出 部 １ ５ は 、 相 互 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 両 箱 体 （
１ ０ 、 １ ０ ） 間 の 位 置 決 め 作 用 を な す こ と か ら 、 該 箱 体 間 に ず れ を 生 じ る こ と な く こ の 箱
体 （ １ ０ 、 １ ０ ） を 上 下 方 向 に 整 列 し て 積 み 重 ね る こ と が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 両 側 に 一 対 の 張 出 部 １ ５ を 形 成 す る こ と に 代 え て 、 各 サ イ ド
フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 中 央 部 に 単 一 の 張 出 部 １ ５ を 形 成 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 箱
体 の 落 下 時 に 損 傷 を 受 け 易 い 角 を 効 果 的 に 保 護 す る 上 で 、 前 記 し た よ う に 、 サ イ ド フ ラ ッ
プ １ ２ ａ の 両 側 に 一 対 の 張 出 部 １ ５ を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 張 出 部 １ ５ は 、 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ の 先 端 に 形 成 す る こ と に 代 え て 、 あ る い
は 先 端 に 形 成 す る こ と に 加 え て 、 該 サ イ ド フ ラ ッ プ の 両 側 に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た
、 各 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ に 代 え て 、 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ （ １ ２ ａ ～ １ ２ ｅ ） の 折 り 曲 げ
が 妨 げ ら れ な い 限 り 、 適 宜 、 他 の サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ｂ ～ １ ２ ｅ に 形 成 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 サ イ ド フ ラ ッ プ １ ２ ａ に 形 成 さ れ た 張 出 部 １ ５ の 先
端 を 前 記 筒 体 を 構 成 す る 底 壁 部 １ １ ｃ に 向 け て 折 り 返 す こ と が で き 、 こ の 折 返 し 部 を 底 壁
部 １ １ ｃ に 接 着 剤 等 を 用 い て 固 着 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 先 端 が 折 り 返 さ れ て 底 壁 部 １ １ ｃ に 固 着 さ れ た 張 出 部 １ ５ は 、 箱 体 （ １ ０ ） の 端 部 を 補
強 す る 作 用 を な す 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 し た 使 用 態 様 に お け る と 同 様 に 、 箱 体 （ １ ０ ） の 端
部 の 角 を 補 強 す る こ と が で き 、 箱 体 （ １ ０ ） の 落 下 に よ る 角 の 潰 れ を 防 止 し 、 こ れ に よ り
内 部 に 収 容 さ れ た 軒 樋 １ ７ へ の 損 傷 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 し た 例 で は 、 張 出 部 １ ５ の 折 返 し 部 を 受 け 入 れ る た め に 、 凹 所 １ ６ は 重 複 部 １
１ ｅ の 端 縁 を 部 分 的 に 露 出 さ せ る よ う に 、 箱 体 （ １ ０ ） の 頂 部 に 伸 び る 。 従 っ て 、 図 ４ に
示 し た 例 に お け る と 同 様 に 、 上 下 方 向 に 密 着 さ せ て 複 数 の 箱 体 （ １ ０ ） を 積 み 重 ね る こ と
が で き 、 ま た 、 そ の と き の 位 置 決 め に 、 凹 所 １ ６ お よ び 張 出 部 １ ５ を 利 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 し た よ う に 、 梱 包 材 １ ０ と は 別 に 端 部 を 保 護 す る 保 護 部 材 を 用 い
る こ と な く 、 従 っ て 、 保 護 部 材 に 要 す る 材 料 費 の 増 大 や 梱 包 の 手 間 の 増 大 を 招 く こ と な く
、 確 実 に 軒 樋 １ ７ を 落 下 時 等 の 衝 撃 か ら 保 護 す る こ と が で き 、 複 数 の 軒 樋 １ ７ を 安 全 か つ
効 率 的 に 運 搬 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 上 下 方 向 に 間 隔 を お く こ と な く 複 数 の 箱 体 （ １ ０ ） を 容 易 に 整 列 さ せ て 積 み 重 ね
上 げ る こ と が で き る の で 、 保 管 作 業 の 迅 速 化 を 図 る こ と が で き 、 ま た 荷 崩 れ の 防 止 お よ び
保 管 ス ペ ー ス の 削 減 に 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 を 展 開 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 の 組 立 に よ っ て 形 成 さ れ る 箱 体 の 一 部 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 線 III - IIIに 沿 っ て 得 ら れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 箱 体 の 落 下 状 況 を 概 略 的 に 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 箱 体 の 積 重 ね 状 態 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 梱 包 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 箱 体 の 他 の 使 用 状 況 を 示 す 図 ２ と 同 様 な
図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ０ 　 （ 箱 体 ） 梱 包 材
　 １ １ ａ ～ １ １ ｅ 　 （ 筒 体 ） 壁 部
　 １ ２ 　 サ イ ド フ ラ ッ プ
　 １ ５ 　 張 出 部
　 １ ６ 　 凹 所
　 １ ７ 　 軒 樋

10

20

30

(6) JP 2005-298031 A 2005.10.27



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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